
■問　税務課管理係　☎95－9876

地方税法の改正などに伴い、市税条例が改正されました。主な内容は以下
のとおりです。

●車体課税の見直し
・環境性能割の税率区分を、令和3年4月1日から5年3月31日までに取得したものについて12年度（2030年度）
を基準とした新たな燃費基準の下で見直します。

・自家用乗用車に係る環境性能割の税率を1％分軽減する臨時的軽減について、適用期限を9か月延長し、3年12
月31日までに取得したものを対象とします。

・燃費性能などの優れた車両を
取得した日の属する年度の翌
年度分の税率を軽減するグリ
ーン化特例（軽課）について、
重点化などを行った上で適用
期限を2年間延長し、5年3月
31日までに取得したものを
対象とします。

軽 自 動 車 税

■問　税務課固定資産税係　☎95－9879

●土地に係る固定資産税の負担調整措置の継続
・現行の負担調整措置を令和3年度から5年度まで3年間延長します。
・3年度限りの措置として、一部の例外（課税地目又は利用形態の変更）
を除き、3年度の課税標準額が上昇する場合は2年度の課税標準額と同
額とします。

※都市計画税も同様の取り扱いです。

固 定 資 産 税

■問　税務課市民税係　☎95－9878

●住宅ローン控除の特例の延長など
住宅ローン控除の控除期間13年の

特例を延長し、一定の期間に契約した
場合、令和4年12月末までの入居者を
対象とします。また、この延長した部
分に限り、合計所得金額が1,000万円
以下の人について面積要件を緩和し、
床面積が40㎡以上50㎡未満の住宅も
対象とします。

●医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）の延長
対象医薬品の範囲を見直し、適用期限を令和3年12月31日から8年12
月31日まで5年間延長します。

●個人市民税の非課税範囲の見直し　※令和6年度から適用です。
30歳以上70歳未満の国外居住親族が原則として扶養控除の適用対象外
とされることに伴い、個人市民税の非課税限度額の算定における扶養親族
の範囲を扶養控除の取り扱いと同様とします。

市 民 税

市税条例の改正

改正後の軽減率
営業用乗用車自家用乗用車区分

電気自動車
燃料電池自動車
天然ガス自動車

75%75%

― 50%

75%

―

貨物用

2030年度燃費基準90％達成
―2030年度燃費基準70％達成 25%―

令和4年12月末までの入居

2年10月～3年9月末に契約

入居要件

新築

2年12月～3年11月末に契約分譲住宅
など

合計所得金額3,000万円以下50㎡以上

改正後

合計所得金額3,000万
円以下

2年11月末までに契約

2年9月末までに契約

2年12月末までの入居
※新型コロナの影響
による遅れは3年12
月末まで

改正前

面積・
所得要件

―

契約要件

40～50㎡ 合計所得金額1,000万円以下
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■対　高校生以上
■搬入日　10月17日㈰　9時～17時
■搬入場所　文化会館内の受付後に指示する場所
■搬出日　10月31日㈰　16時～18時（書は16時30分～）
■表彰式　10月31日㈰　9時30分より文化会館

募 集 要 領

日本画
6号以上F100号以下で額装又は軸装、その他これに準ずるもの

洋画（油絵・水彩・ガラス絵・版画・デザインなど）
F100号以下で額装又は壁展示可能な装具を施したもの

彫塑・工芸（陶芸・彫刻・和紙工芸・アップリケなど）
重量50㎏以下、平面100号以下、高さ230㎝以内、横150㎝以内、
奥行100㎝以内でつりひも、金具など展示可能な装具を施したもの

書（漢字・かな・近代詩文・少字数・てん刻など）
漢字作品は小画仙紙半折2分の1以上全紙以下、横幅180㎝以下（仮表装以上）のもの（横60㎝×縦240㎝は可
（枠張りのみ／額装不可））
かな作品は半懐紙以上（仮表装以上／折帖及び巻子不可）のもの
てん刻は縦39cm×横30cm×厚さ3cm以下で額装又は枠張のもの
※必ず釈文を添付してください。

写真（カラー・白黒）
全紙（457mm×560mm）の単写真でパネル張り又は額入り（ガラス額は不可）のもの

部 門 と 規 格

注 意
事 項

・天災や不慮の事故については、一切責任を負いません。
・搬出日に搬出されない場合は、作品の保管に責任を負いません。また搬出日以後10日経過し
た作品は主催者で処分します。

・審査員により、出品規定に適合しないと判定した場合は展示しません。

総合美術展大賞（県知事賞）
特選（市長賞、県議長賞、市議長賞、県教育委員会賞、県文協

連賞）
準特選（各新聞社賞、文化協会賞）
奨励賞（市教育委員会賞）
※大賞は全作品の中から、それ以外は各部門ごとに決定します。

木本文平（藤井達吉現代美術館館長）
高橋秀治（豊田市美術館館長）
四辻秀紀（名古屋経済大学教授）
加藤裕（（公財）中部日本書道会理事）
山﨑朗（（一社）二科会写真部会友）

表 彰 審 査 員

文化祭総合美術展作品募集
■問　生涯学習課　☎42－3511

2年ぶりに開催する文化祭に展示する作品を募集します。文化祭の来場者は、例年1,000人を超えます。皆さん
の作品の応募をお待ちしています。出品は1人1部門につき1点で、自作、公募展未発表のものに限ります。
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